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公募型プロポーザル方式に係る手続開始の
公示（建築のためのサービスその他の技術
的サービス（建設工事を除く））の訂正

平成 28 年 10 月６日
契約責任者 中日本高速道路株式会社

名古屋支社長 近藤 清久
◎調達機関番号 418 ◎所在地番号 23
１ 掲載日 平成28年９月14日（号外政府調達第
174号）
２ 修正内容 11ページ３段目 ６中、「選定通
知の日は平成29年１月10日（火）を予定する。」
を「選定通知の日は平成28年10月25日（火）を
予定する。」に訂正いたします。

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 28 年 10 月６日
国立大学法人千葉大学事務局長 猿渡 政範
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 12
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 22

 導入計画物品及び数量
検体系検査総合システム（第Ⅱ期） 一式

 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成28年度12月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 検体系検査総合システムは、検体搬送シ
ステム、生化学分析装置、免疫分析装置、
血液学的分析装置、微生物学的分析装置、
遺伝学的分析装置を備えていること。
 検体搬送システムは、検体投入機、検体
回収機、自動分注機、自動開栓機、自動閉
栓機、検体収納冷蔵庫を備えていること。
また、検体前処理から検体保管までの過程
を効率的に実施できること。
 生化学分析装置、免疫分析装置は、検体
搬送システムと連動して測定が可能である
こと。また、障害時の対応として分析装置
を切り離して使用できること。
 既存の検査情報システム（ＬＩＳ）と接
続可能であり、接続費用を含むこと。
 設備を設置するための工事を行うこと。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成28年11月22日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒2608677 千葉市中央区亥鼻
１８１ 千葉大学医学部附属病院管理課
用度係 土屋 俊和 電話0432262236

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成28年10月６日から平成28年
11月22日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成28年10月12日11時00分
 開催場所 千葉大学医学部附属病院セミ
ナー室３

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary
 Classification of the products to be pro‑

cured : 22
 Nature and quantity of the products to be

purchased : Intergrated Clinical Laboratory

Automation SystemⅡ 1 Set

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 28 年 10 月６日
国立大学法人大分大学理事 西山 晋

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 44
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 心疾患対応放射線
画像診断・治療システム 一式

 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成28年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ フラットパネルディテクタ搭載型血管撮
影装置を有すること。
Ｂ 循環器疾患に対し先進的な血管内治療を
支援する機器を有すること。
Ｃ 高画質が得られ、診断のための解析機能
を備えたガンマカメラ装置を有すること。
Ｄ 本院の放射線情報システム、病院情報シ
ステムと接続し、画像情報やオーダー情報
の通信ができること。
Ｅ 患者および医療従事者の被ばく低減機能
を有すること。
Ｆ 医療機器としての安全性が考慮されてい
ること。
Ｇ 安定した迅速な保守支援体制があるこ
と。
Ｈ システムを設置するための工事費用を含
むこと。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成28年11月22日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒8795593 大分県由布市挾間町
医大ケ丘１丁目１番地 大分大学医学・病院
事務部経営管理課用度第一係 小林 禎子
電話0975865270

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成28年10月６日から平成28年
11月22日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成28年10月12日14時00分
 開催場所 大分大学事務局第二会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。

競争参加者の資格に関する公示の訂正
平成 28 年 10 月６日

支出負担行為担当官
九州地方整備局長 小平田浩司

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 40
１ 掲載日
平成28年７月25日（号外政府調達第138号22～
23ページ）
２ 訂正内容

３中「建物規模：延べ面積 24160㎡、地上
８階建地下１階」を「建物規模：延べ面積
24388㎡、地上８階建地下１階」に訂正しま

す。

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

 Integrated clinical laboratory automa‑

tion system must include sample trans‑

port system, biochemical auto‑analyzer,

immunological auto‑analyzer, hemato‑

logical‑auto analyzer, microbiological‑

auto analyzer, and genetical auto‑

analyzer.

 The sample transport system must be

equipped with sample loading module,

unloading and sorting module, de‑cap co‑

nnector module, re‑cap connector mo‑

dule, and sample storage refrigerator. All

of these analyzers can manage all of

these reliable examinations.

 The biochemical‑auto analyzer and im‑

munological auto‑analyzer must be

linked with sample transport system to

measure the samples. Moreover, in case

of trouble, each analyzer has to be used

in isolated handlings.

 The system can be connected to the

established Laboratory Information Sys‑

tem (LIS). Connecting cost should be in‑

cluded in the budget.

 All construction costs should be in‑

cluded in the budget.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00, 22 November,

2016

 Contact point for the notice : Toshikazu

Tsuchiya, Procurement Section, Account‑

ing Division, Chiba University Hospital, 1
81 Inohana Chuo‑ku Chiba‑shi 2608677
Japan, TEL 0432262236
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